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‘
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、

1

九
彐
〇
苹
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
人
ロ
四
一
、
.
.
 

■八
彐
五
、
〇
〇
〇
人
に
對
し
、
ド
イ
ツ
の
そ
.れ
は
六
四
、
四
/\
'
四
、
〇
〇
〇 

人
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
は
'四
四
、
七
九I

、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
ド
；

T

 

•
 

ツ
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
顚
箸
な
人
卩
增
加
に
ょ
っ
て
、
こ
の
ょ
ぅ
に
苹 

. 乂
%|

八
七
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
は
第
十
九
世
結
初
頭
.の
人
ロ
上
集
位
.を
-
'
 

維
持
で
®
な
パ
な
っ
て
い
た
。
外
國
贸
易
に
っ
い
て
-は
、
フ
ラ
ン
ス
の
贸 

易
額
が
革
命
前
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
同
額
で
あ
っ
た
が
、
ナ
。ホ
レ
オ
シ 

戰
rf
-
の
末
期
に
は
半
減
し
、
他
方
イ
ギ
リ
ス
の
質
易
額
は
こ
の
時
期
に
三- 

倍
に
增
加
し
た
。

i

八
八
一
年
か
ら
一<

八
五
年
に
い
た
る
間
に
お
け
る 

フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
額
が
一

九
一

三
牢
の
物
價
で
四
X
五
、
〇
〇
〇
、

0
0 

〇
ド
ル
fで
あ
っ
た
の
：に
對
し
、
.
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
はI

、
-
4
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三
、

0

0
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0
、
0
〇
〇
ド
ル
、
，パ

ド
イ

ツ

の
そ

れ
は
五|

|

一

」

、
0

0

0
>
,
〇
〇
.〇
.ド
ル 

.で
あ
.
P、/
又
.

f 

.九
，三
六
年
か
ら
一
九
三
/\
年
^
い
.だ
'る
間
に
お
い
て
'フ
ラ 

ン
ス
は1

九I

H
年
の
物
價
.で
.四
〇
九
.、
0

0

0、
0

0

0ド
.ル
を
輸
出 

し
て
い
た
の
に
對
し
、
イ
ギ
，リ
.ス
'は
一
、
.一一.七
七
' 

0

0

0
.、
.
0
0◦
ド 

.
ル
を

、

ド

イ

ツ

、は，|、
三
三
セ
、
〇
〇
〇
、：

〇
〇
〇
.ド
ル
を
：輸
出
し
て
い 

た
。
：
正
に
外
國
賀
易
：に
っ
い
て
‘も

フ
ーワ
シ
ス
»'
イ
ギ
リ
ズ
：や
ド
イ
ツ
の
た
：
.

.
め
に
第
十
^
世
紙
初
頭
'に
お
げ
-5
-
そ
の
镲
位
を
奪
わ
れ
て
し
を
っ
た
..の
で

.. 

1

0
 

,
ヱ
業
坐
庫
に
っ
い
て
も
、
第
十
九
：世
紀
初
頭
の
フ
チ
シ
ス
は
他
の 

«|
:
國
を
凌
駕
1>
て
い
た
が
、
：.
.し
：ふ
し
|
:八
：七
0
年
に
お
い
.て
は
垒
世
界
の 

■
エ
業
.生

產<?
>
;
1〇

，
-
.三
パ
1:

.
し
イ
ギ
リ
ス
は
當
時
三 

一
•
八
パ
:1
セ
ン
ト
、
'
ド
:̂

ツ
.は
.一
三
‘
.ニ
>>
!
:「

>

セ
'
,ソ
ト
'で
あ
.づ
，た
。
.X |

汍
三
六
年
か
ら
；

I

九
ミ
八
年
に
い
yc
る
間
の
全, 

'世
界
の
エ
業
生
產
高
比
扣
い
て
ス
ラ
ソ
：ス
'
.の
エ
業
.生
庫
；高
の
占
め
た
.割
合
：
.
 

が
四
.

• 

ニ
。ハ.
1
'セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
へ
に
對
:1
.、.
イ
ギ
リ
ス
の
，.そ
れ
は
九
* 
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T
1

パ
1
'セ
ン
ト
、
、;F
イ
ツ
，の
そ
れ
は
一
〇
ぃ
七
'。？

セ
：メ
ト
で
あ
る
。
第

-
.
 

十
丸
世
紀
'の
初
頭
に
優
位
を
誇
"っ
た
フ
ー
フ
.ン
ス
.の
：工
業
生
‘產
.は
.、
'：こ
の
.ょ

.
，
'
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.に
荜
く
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.
;
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I
八
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.ギ
リ
k
 

■
や
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イ
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そ
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に
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倒
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八

ニ
.

(

七
八
四
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•

さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ

.
つ
た
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,

.

人
口
、•
外
國
贸
易

•

工
業
生
產
に
つ
い
て
み
て
も
、
と
に
か
く
こ
の
よ 

' 

.う
に
フ
ラ
ン
ス
は
、

一
八
七

0

年
以
後
に
お
い
て
イ
ギ
リ

ス
，.

や
ド
イ
ッ
の

' 

，た
め
に
そ
の
廋
位
を
奪
わ
れ
て
し
ま
つ
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ッ
が

一
八 

七
〇
苹
以
降
に
お
い
て
示
し
た
急
造
な
經
濟
發
展
と
比
較
す
れ
ば
、
フ
ラ 

ン
ス
の
そ
れ
は
正
に
き
わ
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
趑 

、湾
的
に
後
進
國
の
地
位
に
轉
落
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
何
が
原
因
で
フ
ラ 

ン
ス
經
濟
は
こ
，の
よ
：う
な
停
滞
を
餘
儀
な
く

$

れ
た
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
の

.
' 

し

：經
濟
發
展
に
お

.け
る
阻
止
的
要
因
は
何
か
。

:
1

國
に
扣
け
る
_

鸫
濟
の
發
展
が
.

そ
の
國
の
エ
業
化
の
裎
度
^

よ
つ
て

測

-

定
-

さ
れ
得
る
と
；す
れ
ば
、

フ
ラ
ン
.

ス
輕
濟
の
發
展
を
阻
止
.

し
た
要
因
は
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こ
‘

の
國
の
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エ
業
化
を
妨
碍
レ
た
諸
原
因
の
.

う

ち

に

こ

そ

求

め
£>
'

れ

な

け

れ
 

ば
な
ら
な
い
0

ン

1
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九
ブ
三
年
に
な
ス
て
も
フ
7/
シ
ス
に
お
い
て
は
全
人
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に
比
較
し
農
業
汄
ロ
の
占
め
.

る
割
合
が
高
く
、
K

v

v 9

力
合
衆
國
の
ニ
十

.
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'。ハ
ー
セ
ン
h
、

ド
イ
ッ
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一
十
。ハ
ー
セ
シ
ト
、

イ
ギ
リ
ス
の
七
。ハ
ー

セ

:

ン
ト
に
對
し

.、
_ .

一.

f

十
六

.ぺ
ー
セ

X
:

ト
で
.、
依
然
と

;1
:

て
農
業
が
基
幹
庳
業 

:

.

で
あ

P
'
、
，
H

業
は
重
要
な
意

.味
：を
持
つ

.
て
い
な

.
か
つ
た
の
で
あ
る
。
む

.し

.

. 

'
ろ
持
ち

'得
な

^

の
で
.
あ

り
、
そ
の
原
因
と
し
て
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、

• 

V

諸
外
國
の
進
出
に
.

よ
る
外
國
市
場
の
喪
失
.

人
：ロ
.
の
.
.
減

少

に

よ

る

國

內

市
 

-

;

場

，
の

狹

瞌

ヰ

T

增
加
入
ロ
と
不
釣
合
い
、な
天
然
資
源
.
•
'技
術
歌
良
に
.お
け 

.

る
立
後
#

が
特
.
に
强
諷
あ
れ
，な
け
れ
ば
な
ら
な
い
'
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
，

. 

:

,

-:
:

に
工
業
化
の
規
模
©

.
大
小
を
經
濟
發
展
队
：尺
度
と
看
做
し
、

I

國
經
濟
の

,

後
進
性
を
低
度
の
エ
：業
化
.
に
求
め
る
場
合
、
：.
エ
業
に
雇
傭
3
れ
る
勞
働
は 

.

'.
農
業
に
厘
傭
.
さ
.
れ
f e
.
,勞

働

よ

，
リ

：
も

生

.産
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
.前 

へ'.
:

提
.
に
あ
：る
C

と
^

い
う
ま
で
も
な
いf

'
:

..

:-
'
と
に
か
ぐ3:
業
：化
が.
2マ
デ
ス
に
お
い
て
は
種
々
'
な
原
因
に
よ
つ
て
妨 

碍

；
れ;■
•
«到
底
ド
イ
ッ
ゃ
^
ギ
9 K

に
對
抗
ナ
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
.
 

た
。.，
.例
え
ば
.
.モ；.
1タ
ー
に
'っ
.い
.て
_み
.て
，も
、
' 

,

I:.’

九
.〇
六
年
に
ド
イ
ツ
、
.イ

.ギ
リ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
八
、

三
，〇
〇
、
〇

0
〇
馬
力
、1

6
、

八
〇
〇
■、
〇

；
 

p

o
馬
力
の
モ

ー

タ
I
を
持
っ
て
い
た
の
に
對
し
、

フ

ラ

ン
ス
の
.持
つ
.そ 

れ
は
三
、
六
〇
0
、
〇
〇
Q
馬
力
p
b
:り
、.
か
な
り
•の
立
後
れ
と
い
，わ
な 

け
れ
ば
.な
ら
な
い
。「

そ
し
て
正
に
エ
業
'化
の
.
こ
の
立
後
れ
に
ょ
っ
て
フ
ラ 

ン
ス
は
.經
濟
'的

，
に

.
ィ

ギ
:u
ス
や
ド
.ィ
ッ
に
屈
服
&
餘
儀
な
< 
さ

れ
X
し
ま
.
 

.つ
た
の
で
あ
.
.つ
た

。
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.
第
.ニ
帝
政
下
.で
は
、
人
0
.の

郡

裏

.中
が
.顯
著
で
ぁ
0
、
：た
め
に
都
市
•
 

人
ロ
ほ
膨
脹
.レ
た
。
特
に
.首
郡
。ハ
9
で
集
中
が
目
覺
し
ぐ
、
第

二

帝

政

に

:
 

入
っ
て
：.五
1-
ぽ
.が
«
到
し
.た
。

十
八
世
：細
の
增
加
は
，五
十
萬
に
も
滿
た
な

.

.
 

か
っ
た
事
賞
と
.比
較
す
れ
ばr

注
H
す
.ベ
，
き

發

展

で
.ぁ
っ
た
。
第
二
帝
政
下
/ 

Q
V
M.然
佾
は
，十

.萬
'̂
過
ぎ
な
か
^

た
か
.ら
、

こ
ゐ
首
觀
の
人
ロ
が
第
ー
ー
帝

.

'
 

政
宇
に
.市
‘六

十

萬

人

に

達

，
し

得

&
の
は
、
*
に
地
方
.の
轉
住
者
：に
負
ぅ。

.：

.

 

ノ
-首
都
パ
リ
に
は
，、

箏
ニ
帝
政
睁
代

'を
通
.じ

七

各

地

，
か

、ら

移

住

者

が

：
ぁ

っ

：

.

.た
。
例
え

.ぼ

.ク
ル
^

ズ
縣
め
轉
住
者
は
^
大
部
分
が
建
築
勞
働
者
と
し
て 

雇
傭
さ
れ
て
い

^

0
''

建
築
勞
働
者
と
し
：

V
。

ハ
リ
-
に
出
^

ぎ
^

れ
く
習
慣

.
：

’

は
、.

ク
ル
ー

ズ
.鄕
で
早
く
か
ら
見
ら
れ
、
第：

一
一
帝
政
.下(

に

入

マ

て

こ

，
の

出 

橡
人
の
多
く
が
そ
の
ま
-̂
永

住

：
し

た

：
の

.で

ぁ
'つ

た
.°
建

築

勞

勤

者

と

し

て
 

。ハ
.リ
で
：獲
得
の
相
维
る
賃
：繋

、
 ̂

f

、
 

達
し
允
琪
實
ど
そ
福
：
ク
.ル
ー
ズ
：縣
‘
^
出
稼
人
ビ
パ
リ
'永
住
を
.決
.心
さ
：せ

た

: 

原
因
で
ぁ
る
。
，常
時
ク
ル
ー
ズ
縣
の
農
業
、
工
業
の
各
勞
働
者
の
货
銀
は
、

篑
評
及
び
箱
介

-

.

'

 

' 

.

- 

.

.

. 

.

.

.
<

•■
.
:
:
. 

.

.
; 
..... 

•..

、
，
 

...

.

.

.

.

.

.

.

. 

:
i
. 

.

.

•

' •. 
- 

•
.
• そ

れ
：ぞ
れ
r
.、.
:3
£
三
，フ
.ラ
シ
、
.

v 
ニ
：、
8

7
ラ
ン
に
週
ぎ
な
い
。

.

ォ
ーt

 

•
.サ
ォ
ー
ヌ
縣
の
場
合
、

ク
ル
ー
ズ
縣
と
違
つ
：て
、

X

 

9
に
出 

.稼
ぎ
に
行
^t

統
は
な
い
。
し
か
し
第
二
帝
政
卞
に
入
れ
ば
、
パ
y
に
お
：
.
 

け
S'
よ
p
,
い̂
賃
銀
を
期
：待
し
て
移
住
す
る
者
が
多
く
' 

j

A五
六
年
の
'
 

調
査
に
よ
.
れ
ば
.、
.過
去
五
年
間
.に
、
.
.そ
：
の
：人
口
は
、

こ
の
よ
ぅ
'な
移
住
者 

の
.た
.め

、
に

、

出

(

生
が
，部
亡
を
上
廻
つ
て
い
た
'に
、も
拘.わ
ら
ず
、
他
の
諸
縣 

と
此
較
し
て
最
大
の
.減
少
を
示
し
た
程
，
あ
つ
た
。

又

I

八
五
一
年
か
ら
.
 

■
I

八
七
一
一
牢
の
間
.で
は
パ
ォ
リ
ト
• 
f

p

ヌ
縣
.の
人
口
は
西
萬
四
千
人
，
 

.と
：い
ぅ
.顧
.著
^
減
少
：を
'示
し
た
。
.し
か
し
原
因
は
出
生
：を
上
週
る
死
亡
に 

で
は
な
く
'
移
住
者
に
あ
つ
た
。
.し
か
も
こ
の
^
住
者
の
大
部
分
が
；。ハ
9 

に
永
住
し
，

一一
 

•

，セ
ィ
ヌ
：

.ェ

.
マ
ル
ヌ
夥
の
場
合
、
富
裕
に
も
拘
わ
ら
ず
、
' よ
リ
高
.い
.
 

生
活
を
期
待
し
て
移
住
す
る
者
が
多
ぐ
、
第
ニ
帝
政
時
'代
を
-通
じ
て
四
萬
'
 

人
が
パ
リ
に
移
住
し

.た；
と

.

.

.

Q

た
め
勞
働
カ
.は
缺
乏
し
、
貴
銀
は
上
昇 

し
た
。
し
か
し
。ハ：
.リ
'の
食
銀
に
..は
及
ば
な
，
い
。
し
か
も
パ
リ

^
は
社
會
施
.
 

設
が
完
備
し
て
'い
て
、
よ
0
安
定
し
た
生
活
が
可
能
.な
^

;
が
出
來
上
つ 

て
'い
た
。

.經
濟
的
に
豐
.か
.と
ば
い
え
、

セ

ィ

ヌ
'
エ•

マ
ル
ヌ
縣
の
勢
働
.
 

者
が
パ
リ
に
向
っ
た
の
は
當
然
セ
ぁ
づ
へ
た
。 
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